
＝

４
年
ぶ
り
に
取
り
組
む＝

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
自

粛
し
て
い
た
職
場
訪
問
に
よ
る

春
闘
の
要
請
行
動
を
去
る
３
月

５
日
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
ナ
ト
コ

労
組
に
対
し
、
地
本
執
行
部
と

愛
労
連
の
竹
内
事
務
局
長
が
会

社
を
訪
問
し
、
山
本
取
締
役
に

要
請
文
を
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。

煤
本
地
本
委
員
長
か
ら
は
「
名

目
賃
金
が
上
が
っ
て
も
実
質
賃

金
は
下
が
っ
て
い
る
。
組
合
の

要
求
（
３
万
円
）
も
控
え
め
で

あ
る
。
昨
年
の
事
故
で
経
営
へ

の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
社
員
も
大
事
だ
。
満
額
回

答
を
求
め
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

取
締
役
か
ら
は
「
12
月
、
１

月
が
厳
し
か
っ
た
が
、
厳
し
さ

を
共
有
し
な
が
ら
、
昨
年
を
超

え
る
も
の
を
考
え
た
い
が
、
こ

の
先
も
あ
る
。
ま
た
、
原
材
料

の
価
格
転
嫁
が
出
来
て
い
な
い

状
況
だ
。
会
社
と
し
て
も
、
継

続
し
て
福
利
・
教
育
へ
の
投
資

を
し
た
い
と
思
う
」
と
の
返
事
。

団
体
交
渉
に
つ
い
て
は
、
社
長

が
出
張
中
で
も
あ
り
３
月
25
日

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

（
記

Ｓ
）

ナ
ト
コ
み
よ
し
本
社
門
前

で
春
闘
宣
伝
ビ
ラ
配
り

３
月
14

日
、
気
持

ち
よ
く
晴

れ
た
朝
に
、

愛
知
地
本

と
愛
労
連

の
役
員
も

加
わ
り
、

出
社
す
る
社
員
に
向
け
て
組
合

加
入
を
呼
び
か
け
賃
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う
と
ビ
ラ
を
配
り
ま
し

た
。
ろ
う
き
ん
や
共
済
と
い
っ

た
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
も
盛

り
込
み
、
同
業
他
社
組
合
の
動

向
も
載
せ
て
、
興

味
を
持
っ
て
読
ん

で
も
ら
え
る
内
容

で
す
。
加
入
を
促

す
対
話
の
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。

組
合
の
存
在
を

会
社
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
春
闘
交
渉
へ

向
け
て
元
気
が
出

る
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

（
ナ
ト
コ
労
組
執

行
部

記
）
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春
闘
要
請
行
動
！

＝ 発 行 ＝

全労連・全国一般
労働組合愛知地方
本部 ＝ 煤本國治

住所：名古屋市熱

田区沢下町９－３

労働会館本館405

全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

３
月
26
日
（
火
）
眞
生
電
化
工
業
団
体

交
渉

３
月
30
日
（
土
）
日
本
ア
ク
リ
ル
支
部

争
議
支
援
共
闘
会
議

４
月
20
日
（
土
）
全
国
一
般
愛
知
地
本

共
催
会
主
催
行
事

４
月
25
日
（
木
）
執
行
委
員
会

５
月
１
日
（
水
）
第
95
回
メ
ー
デ
ー

編
集
後
記

大
企
業
で
は
組
合
の
要
求
に
満
額
回
答

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
数
。
一
方
で

要
求
を
上
回
る
回
答
を
す
る
企
業
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
企
業
の
労
働

組
合
の
存
在
意
義
は
何
？
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
圧
倒
的
多
数
の
中
小
零
細
企
業

で
は
、
非
常
に
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ

と
も
事
実
。
下
請
け
へ
の
し
わ
寄
せ
の

実
態
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
が

発
行
さ
れ
る
頃
は
、
春
闘
回
答
も
出
揃
っ

て
い
ま
す
。

（
Ｕ
）

24
要請書を手渡す煤本委員長

第１回評議委員会開催
２月20日に愛知地本の第１回評議委員

会を、出席・委任を併せた12支部の参

加で開催されました。

欠員だった会計監査に浅見氏（あつた

支部）を選出しました。そして、参加

支部からの状況報告を受け、今春闘の

取り組みについて意見が出されました。

次回の評議委員会は、９月の定期大会

に向けての８月です。（記 執行部)

当該労組役員と要請団で訴え！

日本アクリル争議は最高裁

へ上告していましたが、３

月８日に、上告棄却決定と

上告不受理決定の通知書が

届きましたのでお知らせし

ます。


